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第九回総合試験機器展プレゼンテーション

テーマ：　　　　次世代振動耐久性評価装置およびシステム

　～　蓄積疲労スペクトルによるランダム振動試験　～

大阪府立産業技術総合研究所　中嶋隆勝

１．背　景　　振動試験に合格したのに市場で破損事故（クレーム）が発生してしまったという経験をお持ちの試験担当者は多いと思います。また逆に、クレームはないが、試験が厳し過ぎるのではないかとお思いの試験担当者も多いのではないかと思います。このような事例を削減し、かつ、現場での使いやすさを追求することにより、これまでの振動試験の概念を大きく変えた「次世代振動耐久性評価装置およびシステム」（以下、本システムと称します）を考案しIMV株式会社様と共同開発しました。

２．特　徴　　本システムの主な特徴（特願2003-424895）は、①非線形対応型、②蓄積疲労スペクトル（新評価指標）の導入　の二点です。

①非線形対応型　実社会で流通されている多くの製品・貨物の振動伝達特性は多くの場合、非線形（ex.ガタ振動、叩き合い振動、液体振動など）であるにもかかわらず、振動試験ではその非線形性が考慮されないまま一般的な（線形と仮定された）試験条件が用いられております。そこで、本システムでは、センサー計測データを用いることにより非線形振動伝達を考慮した試験を可能にしました。

②蓄積疲労スペクトル　試験条件導出には、ピークカウント法やRFM（レインフロー法）などの疲労評価法が用いられておりますが、これらは振動伝達を前提としていないため周波数による効果が考慮されておらず、振動試験に適した評価法とは言い難い方法です。そこで、周波数毎に独立してその蓄積疲労を評価できる蓄積疲労スペクトルという概念を導入しました。　具体的な説明：振動加速度を同じ値に設定した場合、100Hz, 60s（6000回）と10Hz, 600s（6000回）を比較すると、疲労評価法では、振動の厳しさは等価であると判断されますが、実際には、前者は高周波であるため破損部位に振動が伝播するときには大きく減衰しており蓄積する疲労のレベルは低い値となります。逆に後者は低周波であり振動が減衰する可能性は低く蓄積する疲労のレベルは高くなります。

３．新機能　　評価試験の精度だけでなく、試験の利便性も大きく向上することをめざし、本システムには、①輸送シナリオ作成機能、②市場許容破損確率の設定機能、③試験条件の自動導出機能、④振動応答の異状監視機能　など（特願2006-116890）を新規に搭載しました。

①輸送シナリオ作成機能　　公開されている代表的な輸送振動がデータベース化されており、複数の輸送経路をand, orなどの論理演算式により輸送シナリオとして結合できる機能です。

②市場許容破損確率の設定機能　　振動破損事故の発生が社会に及ぼす影響の大きさに応じて、市場で許容される破損確率が設定されなければならない。本システムではこの市場許容破損確率を入力することにより、試験の厳しさが補正できる機能を搭載しました。

③試験条件の自動導出機能　　従来、輸送環境に関する多くの経験と深い知識をもつ担当者たちが試験条件を導出し社内規格化を推進してきた。しかし、その専門性は高く技術伝承は困難で、かつ担当者の主観にも影響されるものでした。この試験条件自動導出機能により、担当者の経験を数値データに換算でき誰もが容易にその導出根拠が把握できるようになります。

④振動応答の異状監視機能　　通常の振動試験では、試験終了後に初めて内容品の損傷の有無がわかります。しかし、この振動応答異状監視機能により試験中に試料の異状がわかり、より正確な耐久性が把握できます。

